
3曾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
アンモニヤ水の肥料的蟹殖（箪・報）

致授　小　柴　窩　博

V＆1ue　of　Aqueous　Anユm⑪ヱェi批蝸肌Fer舳脆r（Noユ）

　　　　Pr⑪如ss｛）r（エf　Agr三帆11施ra1Ohem玉s加y

　　　　　　　　N，KOS亘IBA

I繕　　　　奮

　現在の我國に於て硫酸アンモニャは最も重要な化学肥料と言つても過言ではない。然るに硫

駿アンモ3ヤは硫酸とアンそニャとより契造されるものであり、この硫酸の原料たる硫化鉄鉱

の不足が硫酸アン毛ニャ製逢の一大握路となつている。球にもしアンモ三ヤ水を直接肥料とし

て用いることが出來ればこれに越したことはない訳である。

　又硫酸アンモニヤは硫酸を副威分として含有しているからこれを施用すること律作物生育上

不必要なものを施女ことになり、且つ銃酸根は土壌の性質を悪変させることは明らかなことで

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　一方我國の如き從來から液肥を多量に用いて來たところではアンそニャ水は施用上余り不便

を感じないたろうと考えられるのである。然しアンモニャ水はその性質より揮散、薬害、貯藏奄

運搬等の問題を考え、且つ施用方法を課らないようにしなければならないことは勿論のことで

ある。

　從來アンモニャ水を直接施用した研究成績は余り発表されて着らないが、今般植木鉢及び圃

場試験によりその肥敷を見たのでこれを報告する。街本試験の一部の塞礎理論となるぺきアン

そニャの揮散に就ては京都大学に勤務中実験したものがあるのでこムに本試験の傍証とする。

　本試験に当つては京都大学致授川口桂三郎氏より終始御指導を仰ぎ、こふに厚く感謝の意を

表する。

皿　欝　　　　駿

（1）植本鉢試験

　本校に於て研究圃場の水田土壌を5万分の1ワグナーポツト1鉢当り3㎏宛用しへ第ユ表0

如き設計により水稻栽培試験をし牟。　　（昭和24年6月18日一10月11目）

※　島根縣立農林專門学湊土襲肥料研究室業綾第1号
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第1表植木鉢試験施肥設計
＼

＼．
’（Ng

（Ng）
＼

区々＼η　＼ 基肥（植木鉢等り） 遣肥（植木鉢当り）
鰯

A 碗 安O．3、

B 硫 安 0．5

’C
アン毛昌ヤ水 α3

D アン’モニヤ水 0．5

E 硫 安 O．3 硫 安似2
F 硫 安 0．3 アンモ；ヤ水O．2

G アンモ：ヤ水 0．3 アンモニヤ水02

〔備考〕

（i）　アンモニャフ欠は丑5タ6’のものを用いたo

ζ2）使用土壌は正）H6．2でN　O．趾％を舎む埴壌

　土であつた。

⑬）　1区は3植木鉢よリなる。

⑭）水稻品種は農林23夢。

（り　植付は3本植で6月18日喝牧穫は工0月n目。

（6）共通肥料としては総べての植木鉢に過燐駿

　石友1g喝碗酸加里O・6g宛施した。遺肥は7月

　28目施用。

（7）　7月下旬A洩（入D、払F区に僅かばかり

　虫害が誰生したo

その緒果は第2表の如くであつた。

　　　　　　　　第2表　　植木鉢試験調査威績
・

第ヱ回生育調査 第2回生育調査
（7月20日） （8月22目） 峡 量 調 査 （ボヅト当り）

、
名
区

章　丈打
　　　＾茎　数

㌣、㎜刊 塞
（本）1 ｛

数 ㌦刊 茎 数1
（七m） （本） ㌣㎝刊㌣、刊 激重

（9）

A 46．5 17 69．6 26 77．5 16 五5．7 31，8 ユ3．8

鳥 1 5］．6 コ8 73．6 30 87．6 幻 ユ5．5 4］．5 22．O

C 5雀．6
2垂1

67．6 24 80．5 ユ4 ユ7．4

1
21．3 工5．3

D
5壬．8 那 67．0 26 80．ユ 17 15．2 25．6 一7．6

E 5ユ．3 ・刈 79．6 33 86．7 15 蜻．6 40．雰 ユ4．6

1

週 54，8

　
■
2
7 72．O 馳 79．7 ユ4 コ6．5 綿．6 11．2■

G 53，6 雲5 68．7 27 80．7 工8 五6．7 27．O 16．6
，

（21圃場試駿
本校研究圃場に於て第3表の如き設計により水稻の栽増試験をした。

　　第3表　　圃場試験施肥譲計
’・

嵩＼、 基肥（窒素反当貫） 垣肥（窒素反当貫）

A 碗 安　2
B・ 硫 安　3
C アンモニヤフj（2

D アン主ニヤ永 31

E 硫 安　2 硫 安　1
F 硫 安　・2 アγモニヤ水1

G アン毛昌ヤ水2 アンモニヤ水1

亘 無 肥　料

〔備考⊃

（エ）　アンモ呂ヤ水は28％のものを用いたo

（カ　圃場土壌は＝PH6．2でN0．2コ％を含む埴壌

　土であつた。

（3）　1区は3工苧よりなる◎

ω　水稻晶種は農林23号。

（5）植付ぱ3本植で橡間20c㎜×2！）c皿㌧6月18日。

　牧穫はユ0月11目。

（6）共通肥料としては無肥料区を除き総ての区

　に遇麟酸石次（燐酸含量反当2貫）及．び輸入

　力1哩箆（加里金量反当2貫）を基肥に施した。

　遣肥は7月28目にカ竃用o

⑦B区は9月20日倒伏した。これは生育当初
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の費育旺盛であ㌦窒素過多のためと観察さ牝る。

その．緒果は第4表の如くであつた。

　　　　　　　　　　第4表　圃場試験調査成績

＼
＼

第1回生育調査 第2回生育調査

区＼
（7月20目） （8月羽日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i牧　　量　　調　　査　j最終

草丈　茎1敷 草丈、茎数 裸長
（C皿ユ）　（本） （・皿）1（本） lCm）

予本引鷺。刊（蕊り、箒） 苧区も・・

五 56．3 18 （口．5 18 89．3 コ5 工8．3 40．9 5蛎0 6．2

彊 62．3 19 一〇S．7 2ユ 99．5 ヱ9 ユ9．O 41．8 608ぐ 6．3

C 54．0 14 87．3 16 83．2 コ5 18．3 33．9 5650 6・4

D
63．ユ ユ4 93．8 ヱ6 89．5 16 ヱ8．4 蜘．3 6000 6．4

E 5③．9 三3 コ03，7 ユ5 90．6 ヱ4 ヱ9。雀 38．ユ 6150 6．2

拶

F 63．5 15 l07．唾 18 95，4 18 ユ9．5 蝿．1 6830 6．4

G 56．2 13 99．3 I5 S7．9 15 19．2 37．9 6900 6．4

亘 姓．9 H
，76．8 ユ5 77．3 嶋 〕9．1 25．8 5050 6．2

（3）アン毛ζヤ⑳揮載試験

　〔賢駿芳濫〕

京都農事試験場水田土壌の風乾紬土を用い、京都大学に於て実験を行つた。（昭和雛年7月1目紬28日）

原土壌はlPH鵬1であザ全窒素oユ1タ6を含む壌土であつた。実験装置は下図の如くである。

実　　　験　　　装　　　置

糸

＝＝二、 ＾

徽 姦 7 へ
‘
〃
’

川一」． 巳／！、

、／，
、
、
、
、
＼
・
　
　
　
　
・
　
　
　
．

、llレ　；

・　　．　　　’　　　，　　　’　　一

一　　　‘　　　・

k＜〃〃、 ニニ・＿ヒ
’
ξ

．脇O今 土壌　　　穣拳似 H笠S叫

→’粥1

　　　　即ちgし肋容の三角フラスコを図の如くにガラス管で連結」左よりへB・C㌻Dとする・へ

　　　Dには10劣H・SO遠入れ、葛には土壌鋤9を、Oには標準OユNHCIを入れ、これを一対として一つ

一　　は右方より吸引」他は1放置」予定の日数経過後O中のHO1に吸牧されたアンモニヤを苛性ソ

　　　巾ダで滴定定量し洩三の量をB中の土壌より揮散したプンモ昌ヤ箪とみなした・

　　　　畑地秩態の場合は風乾紬土30gにアンモユヤ水10㏄を加えたものとし洩水田状態の場合は風乾
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　　　　　　　　　　　　　　　　皿　要　　　　鞠

　（！）アンモニャ水の肥数を見るた臥硫安と此較し下植木鉢及び圃場試験を行つた。その緒

果運搬・施用法・藥害等に注意すればアンモニャ水は硫安に比較して余り劣らない肥敷を有す

るものと考え’られる。

　（2）アンモニャ水はその性質より揮散による損失が大きいと考えられるので先に行つた室内

実験職を併せて維！た・これによれ汝・・…の㈱態土壌…に対し窒率・…を与牟

た場合でも窒素簿散量は30劣位であつた。

（3）以上の給巣より考えて栽職馳更に数回繰1返し行う必要があるξ考えられる。叉運∵

搬・貯藏・施用法・薬害・土壌悪変等を研究改良すればアンモニャ水は充分肥料として利用出

來るものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　参　　考　　莫　　麟

（ユ）R・・pP・K且G勧…aW・…蜘…，…（・…）
（・）Bi幽h訊・帆・ユ，・・（・…）

（3）B易・独・的A・B・＆L鮒・1…｛工Am・LF・・ち．7・，・（・…）

（4）米因茂男　　　土壌肥料学雑誌　　11，174（1937）

⑤1岩因武司・奥串東　同上　　　　11，185（1937）

⑯）小野寺伊勢之助　　肥料学綱要　　　（1942）

（7）東京大学華八会　　　応用化学集書　　　　（1949）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　S’uI皿㎜ary

（I）Th・・…p・n蛆1鋤も・・附・t・1・d危・1・聡危ig・亡弩W血・もh…q・・…汕ユm．i泓。狐b．

u・・d・・皿⑪も鯛・鮎i11鮒理蜘虹・・11y田

（2）A㈹曲91⑪曲・・馳・h蝸・1七・f鮎嚇・9・・p・・i⑪1…1・i・・h・fi・1d。・by地簿

P・危・1砒・・f細・・f貌qu・・…㎜㎜皿脇虹脾朋yp1細1W・肥・1。、。1鮒を。出。。。。f

狐独・・i㎜棚1ph現亡…　出・・…口・・豆岨・・n拓む

（3）A・風q・・…鋤m・・i泓b舳p・・p的111岬島p・蝸虻㈱i1y，1帥W・聰t1・岬雛

説・di・dq・鋤肱亡iY・1yi・も1蛤1・b・楓も・・y一

（4）F・・・・…曲・g地・・搬・・f現q・・…鋤・1・・由i口紬飢1フ血・比・…p・・1。

皿ユeD竜s　ε血ou1d　be　亡r五ed，

sokyu

sokyu

sokyu


